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一
、
四
、
六
、
八
、
十
及
び
十
二
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
北
方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
し
て
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
い
う
基
本
方

針
を
堅
持
し
つ
つ
、
平
成
三
年
後
半
以
降
、
ロ
シ
ア
側
よ
り
新
た
な
姿
勢
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
北
方
四
島
の
我
が

国
へ
の
帰
属
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
実
際
の
返
還
の
時
期
、
態
様
及
び
条
件
に
つ
い
て
柔
軟
に
対
応
す
る
考
え
の
下
、
ロ
シ
ア

連
邦
と
の
交
渉
を
行
っ
て
き
た
。
本
年
開
催
さ
れ
た
主
な
会
談
に
つ
い
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
二
月
十
一
日
、
モ
ス
ク
ワ
に
お

い
て
日
露
外
相
会
談
が
、
三
月
十
四
日
、
パ
リ
に
お
い
て
主
要
国
首
脳
会
議
参
加
国
外
務
大
臣
会
合
の
機
会
を
捉
え
て
日
露

外
相
会
談
が
、
五
月
二
十
七
日
、
ド
ー
ヴ
ィ
ル
に
お
い
て
主
要
国
首
脳
会
議
の
機
会
を
捉
え
て
日
露
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
、

日
露
両
国
は
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
協
議
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
等
に
つ
い
て
一
致
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
著
作
に
あ
る
御
指
摘
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
と
し
て
承
知
し
て
い
る
。

三
、
五
、
七
、
九
及
び
十
一
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
確
立
し
た
定
義
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
の
著
作
で
用
い
ら
れ

て
い
る
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

二


